
「

」

開
催
中
の
秋
田
県
公
文
書
館
企
画
展

秋
田
県
の
成
立
と
市
町
村
の
移
り
か
わ
り

は
、
展
示
品
を
入
れ
替
え
十
月
二
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

十
月
十
九
日
（
金
）
ま
で
の
開
催
で
す
。
皆
様
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
「
京
都
御
宿
寺
之
図

（
Ａ
Ｈ
３
１
７
―
２
２
４
）
と
表
題
の
つ
い
た

」

絵
図
で
す
。
史
料
の
端
に
「
二
条
川
東
御
宿
寺
番
付
一
番
よ
り
十
八
番
迄
寺
号
ケ

所
之
覚

外
ニ
塔
中
」
と
あ
り
、
ま
た
家
老
塩
谷
弥
太
郎
は
正
栄
寺
、
家
老
戸
村
十

太
夫
・
副
役
・
物
書
は
正
行
寺
、
守
衛
人
数
三
十
人
・
支
配
目
付
・
歩
行
目
付
・

組
頭
は
生
蓮
寺
、
横
手
給
人
五
人
は
見
性
寺
に
宿
泊
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま

す

（
足
軽
三
十
五
人
の
宿
泊
地
に
は
「
内
竹
」
と
あ
り
ま
す
。
竹
林
で
の
テ
ン

。
ト
生
活
で
は
な
い
と
思
う
の
で
す
が
…
）

、

（

）

こ
こ
か
ら
こ
の
絵
図
は

秋
田
藩
家
老
戸
村
十
太
夫
が
文
久
三
年

一
八
六
三

九
月
か
ら
翌
元
治
元
年
十
二
月
に
か
け
て
京
都
警
衛
の
た
め
に
上
京
し
た
際
の
宿

泊
地
を
記
し
た
も
の
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

伝
奏
の
飛
鳥
井
雅
典
は
京
都
留
守
居
長
瀬
隼
之
助
に

文
久
三
年
七
月
二
十
五
日
、

秋
田
藩
主
佐
竹
義
堯
の
上
京
を
命
じ
る
宸
翰
（
天
皇
直
筆
の
文
書
）
を
渡
し
ま
す
。
こ

よ
し
た
か

し
ん
か
ん

の
宸
翰
は
八
月
九
日
国
元
に
伝
わ
り
、
佐
竹
義
堯
は
藩
主
一
門
で
横
手
城
の
所

預

し
ん
か
ん

と
こ
ろ
あ
ず
か
り

で
あ
る
戸
村
十
太
夫
を
代
理
と
し
て
上
京
さ
せ
る
こ
と
を
考
え
、
八
月
十
四
日
に
家
老

に
就
任
さ
せ
ま
す
。

家
老
と
な
っ
た
戸
村
は
九
月
二
十
五
日
に
京
都
に
到
着
し
、
翌
元
治
元
年
十
二
月
に

御
所
警
衛
の
た
め
に
上
京
し
た
塩
谷
弥
太
郎
と
交
代
す
る
ま
で
一
年
三
ヶ
月
の
間
京
都

に
滞
在
し
ま
す
。

同
じ
時
期
、
京
都
で
は
八
月
十
八
日
の
政
変
や
禁
門
の
変
な
ど
日
本
史
上
有
名

、

（

）

な
事
件
が
起
き
て
お
り

特
に
戸
村
十
太
夫
の
日
記
に
は
元
治
元
年

一
八
六
四

七
月
十
九
日
の
禁
門
の
変
当
日
の
様
子
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

戸
村
十
太
夫
を
始
め
と
す
る
秋
田
藩
士
が
宿
泊
し
た
正
行
寺
は
京
阪
三
条
駅
を
少
し

北
東
に
入
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

、

（

）

幕
末
秋
田
藩
士
は
京
都
で
何
を
見
た
の
か

足
跡
を
訪
ね
て
み
て
は
！

畑
中
康
博
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秋
田
藩
大
館
の
陪
臣
狩
野
良
知
（
一
八
二
八
〜
一
九
〇

か
の
う
り
ょ
う
ち

六
）
の
著
作
は
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
北
国
旅
行

中
に
大
館
へ
立
ち
寄
っ
た
吉
田
松
陰
が
持
ち
帰
っ
て
松

下
村
塾
で
刊
行
し
た
『
三
策
』
が
有
名
で
す
。

し
か
し
、
狩
野
良
知
が
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に

賀
藤
月
篷
（
一
七
九
二
〜
一
八
六
七
）
の
添
え
書
き
を

か
と
う
げ
っ
ぽ
う

も
っ
て
明
徳
館
文
学
の
平
元
貞
治
（
謹
斎

（
一
八
一

）

ひ
ら
も
と
て
い
じ

き
ん
さ
い

〇
〜
一
八
七
六
）
宛
て
に
提
出
し
た
上
書
（
Ａ
Ｈ
３
１

２
―
８
４
）
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

文
久
二
年
と
い
え
ば
、
二
月
に
藩
主
佐
竹
義
堯
が
藩

よ
し
た
か

政
改
革
を
指
示
す
る
と
と
も
に
、
特
に
海
岸
防
備
に
力

を
注
ぐ
こ
と
、
更
に
五
月
に
は
平
田
延
胤
を
京
都
に
派

の
ぶ
た
ね

遣
し
て
、
朝
廷
・
西
国
の
情
勢
を
探
索
す
る
よ
う
命
じ

た
時
期
に
当
た
り
ま
す
。
そ
し
て
八
月
に
入
る
と
佐
竹

義
堯
は
十
四
代
将
軍
徳
川
家
茂
の
上
洛
に
供
奉
す
る
こ

い
え
も
ち

と
を
願
い
出
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
多
く
の
藩
士
か
ら
、
将
軍
付
き
の

上
洛
を
思
い
と
ど
ま
っ
て
欲
し
い
と
の
願
い
が
、
家
老

や
上
司
に
対
し
て
上
書
の
形
で
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

明
徳
館
に
寄
宿
し
て
い
た
狩
野
良
知
の
上
書
も
、
そ

の
時
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
上
書
が
文
久
二

年
（
一
八
六
二
）
十
一
月
で
あ
る
こ
と
は
「
天
下
之
人

心
を
動
し
桜
田
・
坂
之
下
等
之
変
を
も
激
発
す
る
に
至

り
」
の
表
現
が
あ
る
こ
と
や
、
賀
藤
月
篷
の
添
え
書
き

の
干
支
か
ら
明
白
で
す
。

古
文
書
こ
ぼ
れ
話

陪
臣
へ
の
差
別
か
？

〜
狩
野
良
知
の
上
書
〜

万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
三
月
の
桜
田
門
外
の
変
で

大
老
井
伊
直
弼
が
暗
殺
さ
れ
た
り
、
文
久
二
年
一
月
に

坂
下
門
外
の
変
で
老
中
安
藤
信
正
が
襲
撃
さ
れ
る
と
い

っ
た
事
件
が
続
き
、
幕
府
の
権
威
が
重
ね
て
失
墜
す
る

中
で
、
狩
野
良
知
は
ど
の
よ
う
な
主
張
を
展
開
し
た
の

で
し
ょ
う
か
。

彼
は
諸
大
名
が
東
西
に
分
か
れ
、
勤
王
・
勤
幕
等
の

名
目
が
表
面
に
出
て
「
君
臣
之
名
分
大
義
之
得
失
ニ
関

係
致
候
次
第
」
と
な
っ
て
、
国
家
の
安
危
・
利
害
が
眼

前
に
迫
っ
て
き
て
い
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
ど
う
す
べ
き
か
。
公
武
合
体
の
可
能
性
の
薄

れ
た
現
在
、
朝
廷
・
幕
府
の
二
者
択
一
し
か
方
法
は
な

い
と
良
知
は
主
張
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
天
下
を
統
治
す

「

」

、

る
権
限
は
将
軍
家
に

被

仮

置

候

事

で
あ
っ
た
が

か
り
に
お
か
れ
そ
う
ろ
う
こ
と

君
臣
の
名
目
は
古
代
よ
り
不
変
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ゆ

え
、
当
藩
も
「
是
非
勤
王
之
挙
を
相
唱
え
」
る
べ
き
で

す
。
そ
し
て
、
そ
の
立
場
を
あ
い
ま
い
に
す
る
こ
と
な

く
、
領
内
の
士
民
に
疑
惑
を
与
え
な
い
よ
う
に
決
断
し

て
も
ら
い
た
い
と
結
ん
で
い
ま
す
。
こ
こ
ま
で
は
他
の

。

、

藩
士
の
上
書
と
異
な
る
こ
と
は
な
い
の
で
す

し
か
し

話
は
こ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
学
館
の
方
針
に
ま
で
及
び
ま

す
。
す
な
わ
ち
「
第
一
学
館
之
儀
ハ
倫
理
を
正
し
道
義

を
明
に
す
る
御
場
所
ニ
候
得
ハ
」
君
臣
の
大
義
の
存
亡

に
か
か
わ
る
こ
と
事
理
と
意
見
を
明
白
に
し
、
時
務
を

じ

り

じ

む

建
白
し
、
藩
の
進
む
道
に
失
策
な
き
よ
う
に
す
る
の
が

学
館
の
役
目
で
あ
ろ
う
と
提
案
す
る
の
で
す
。

こ
の
上
書
は
最
初
家
老
の
塩
谷
弥
太
郎
に
提
出
し
よ

う
と
し
ま
し
た
が

「
陪
臣
ノ
上
書
ユ
エ
思
慮
有
之
、

、

見
セ
不
申
」
と
い
う
こ
と
で
、
手
順
を
踏
み
そ
の
向
き

も
う
さ
ず

へ
差
し
出
す
よ
う
に
と
の
指
示
で
し
た
。
こ
れ
を
知
っ

た
賀
藤
月
篷
は
、
狩
野
良
知
の
上
書
の
内
容
は
「
此
度

御
上
洛
ノ
事
ニ
付
、
当
今
ノ
時
世
柄
御
大
切
ト
奉
存
、

赤
心
ヲ
吐
露
シ
テ
陳
述
セ
ル
言
々
誠
忠
」
と
感
心
し
、

「
一
人
ナ
リ
ト
モ
実
学
有
用
ヲ
心
ト
ス
ル
モ
ノ
ハ
、
国

器
ト
モ
称
ス
ベ
キ
徒
ナ
レ
バ
、
是
ヲ
奨
進
シ
テ
」
尊
重

す
べ
き
で
あ
る
と
論
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
狩
野
良

知
を
陪
臣
で
あ
る
が
ゆ
え
に
軽
く
見
て
、
そ
の
発
言
を

抑
え
る
態
度
は
、
学
館
の
建
学
の
精
神
に
も
反
す
る
と

し
て
平
元
貞
治
を
厳
し
く
叱
責
し
て
い
ま
す
。

も
と
よ
り
平
元
貞
治
も
学
館
文
学
の
立
場
か
ら
の
言

い
分
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
彼
自
身
の
藩
主
へ
の

上
申
の
言
葉
の
中
に
も
、
狩
野
良
知
の
主
張
の
一
部
は

入
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
藩
主
を
擁
護
す
る
官
僚
の
一

人
と
し
て
、
平
元
は
藩
論
の
沸
騰
は
抑
え
た
か
っ
た
こ

と
も
確
か
で
し
ょ
う
。
も
し
、
狩
野
良
知
が
直
臣
で
あ

っ
た
な
ら
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
た
で
あ
ろ
う
か
、

考
え
さ
せ
ら
れ
る
一
齣
で
す
。

（
加
藤
民
夫
）

ひ
と
こ
ま

公
文
書
館
か
ら
の

大
事
な
お
知
ら
せ
で
す

皆
様
に
御
好
評
頂
い
て
お
り
ま
す
当
館
の
歴

（

）

史
講
座
で
す
が
、
十
一
月
十
六
日

金「
奥

に
開
講
予
定
の

第
五
回
歴
史
講
座

羽
列
藩
同
盟
か
ら
離
脱
し
た
秋
田

は
、
講
師
の
御
都
合
に
よ
り
中
止
さ
せ

藩
」

て
頂
き
ま
す
。

よ
ろ
し
く
御
了
承
く
だ
さ
い
。
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